
単純接触効果について
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（１）問題

単純接触効果とは、ある刺激に繰り返して接触することによってその刺激への好感度や

印象が高まるという効果である。

アメリカの心理学者である Zajonc（1968）は、特に意味のない単語と漢字のような記号
を無作為に１回～25 回提示し、提示回数によって単語やシンボルに対する好感度がどのよ
うに変化するかを調査した。その実験の結果、０回よりも１回、１回よりも２回、というよ

うに、提示回数が増えるにつれて好感度が増加することがわかった。

五十嵐（2018）は、５種類の絵を用いてこの効果を調べた。16種類の尺度を親和・健康・
平和の３因子に分けると、親和のみ有意な単純接触効果があったため、Zajonc が考える好
感度は親和を中心とするものであると推定した。

また、逆の効果は存在するかという問題が生じた。

Zajonc, Markus, & Wilson（1974）の実験では、著名な科学者と凶悪な犯罪者の写真を
用いた。その結果、提示回数が増えるごとに著名な科学者の写真の好感度は増加し、凶悪な

犯罪者の写真の好感度は変化しなかった。

Gush（1976）の実験では、ポジティブな意味の単語とネガティブな意味の単語を用いた。
その結果、ポジティブな意味の単語の好感度は増加し、ネガティブな意味の単語の好感度は

減少した。

そこで、虫の写真の好感度は減少するという仮説を立て、刺激として虫の写真を用いた場

合に好感度がどのように変化するのかを調査した。

（２）方法

①被験者

15歳または 16歳の女子高校生 18人。
②実験計画

接触回数（１日目、８日目）、刺激（動物の写真、虫の写真）、印象因子（親和、健康、平

和）の被験者内３要因とした。

③刺激

印象が良さそうな動物の写真６枚と、印象が悪そうな虫の写真 12 枚の合計 18 枚の写真
を用意した。

④印象評定

印象評定の質問紙は４件法で作成した。五十嵐（2018）に基づき、16種類の尺度のうち、
「良い・悪い」、「好き・嫌い」、「面白い・つまらない」、「開放的・閉鎖的」を親和、「優し

い・冷たい」、「満足・虚しい」、「明るい・暗い」、「充実・空虚」、「快適・不快」、「清潔・汚

い」、「鮮やか・くすんだ」、「美しい・醜い」を健康、「整然とした・散らかった」、「安心・

怖い」、「安全・危険」、「気楽・息苦しい」を平和とした３因子に分けた。

⑤手続き

１枚の質問紙につき１つの刺激を載せ、８枚を１セットとして４日間続け、２日後にもう

４日間続けて実験を行った。



（３）結果

図１ 刺激別での初日と最終日の印象評定平均値

３要因分散分析を行った。

接触回数の主効果は 10％水準の有意傾向があり、１日目と８日目の印象評定の合計の平
均を比べると動物の写真の好感度は増加し、実験前に立てた仮説とは異なって虫の写真の

好感度も増加した。

刺激の主効果は１％水準の有意差があり、図１のように、動物の写真の好感度は虫の写真

の好感度よりも高かった。

印象因子の主効果、交互作用は有意ではなく、五十嵐（2018）の実験では親和のみ有意で
あったが、今回の実験では３因子の有意差は無かった。

（４）考察

どの実験でも、好感度の評定は言語を介して行うことになる。そのため、ネガティブ単語

のように刺激が言語の場合は、単語の意味が直接評価につながりやすく、好感度が減少する

と考えた。しかし、犯罪者の写真や虫の写真のように刺激が映像の場合は、その映像の意味
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をまず処理した後に、言語化した上で評価する。したがって、言語に対しての直接の評価に

はならず、好感度が減少しにくいと考えた。

また、犯罪者には道徳的に悪い印象があるのに対し、虫の印象は外見が不快な点が原因で

ある。道徳的な悪さよりも、外見の不快さの方が、接触回数によって慣れやすいと考えられ

る。
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